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土
の
筆
に
坊
や
と
書
い
た
ら
つ

く
し
ん
ぼ
、
今
年
一
番
に
食
べ
た

山
菜
で
す
。

　

春
休
み
も
終
わ
り
頃
、
子
ど
も

た
ち
と
祖
母
が
散
歩
し
な
が
ら
半

日
か
け
て
摘
ん
で
き
て
く
れ
ま
し

た
。
両
手
に
山
盛
り
一
杯
は
あ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
穂
が
キ
ュ
ッ
と

締
ま
っ
て
い
て
、
太
く

て
短
い
食
べ
頃
の
も
の

が
た
っ
ぷ
り
あ
り
ま
し

た
。
す
ぐ
に
思
い
つ
く

の
は
炒
め
も
の
、
夕
ご

は
ん
に
間
に
合
う
よ
う

に
、
急
い
で
ハ
カ
マ
を

取
り
始
め
ま
し
た
。

☆　

☆　

☆

　

小
さ
な
頃
の
記
憶
に

残
る
つ
く
し
ん
ぼ
の
風

景
と
い
う
と
…
。

　

原
田
の
堤
の
土
手
で
、

触
れ
る
と
胞
子
が
ホ
ア
ー

ホ
ア
ー
と
舞
う
ほ
ど
の

背
高
の
っ
ぽ
の
つ
く
し

ん
ぼ
を
、
夢
中
に
な
っ

て
摘
ん
だ
こ
と
。
食
べ

ら
れ
る
と
知
っ
て
、
ど
ん
な
に
美

味
し
い
だ
ろ
う
と
、
夕
方
妹
た
ち

と
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
ま
し
た
。
あ

の
頃
は
ハ
カ
マ
は
取
ら
ず
、
み
ど

り
色
の
胞
子
の
苦
さ
も
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
摘
ん
だ
ま
ま
を
、
水

で
洗
う
と
油
も
飛
ぶ
の
で
、
さ
っ

と
水
を
か
け
た
だ
け
で
、
熱
し
た

油
の
中
へ
〈
ジ
ャ
ー
、
ピ
チ
ピ
チ

ピ
チ
、
あ
れ
？
こ
ん
な
に
少
し
に

な
っ
ち
ゃ
っ
た
〉
醤
油
を
回
し
か

け
て
、
火
を
止
め
て
、
は
い
出
来

上
が
り
。

☆　

☆　

☆

さ
て
、
夕
ご
は
ん
。
つ
く
し
ん
ぼ

の
炒
め
も
の
が
食
卓
に
並
び
ま
し

た
。

　

「
い
た
だ
き
ま
す
」
幼

い
子
ど
も
た
ち
に
は
好
み

で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

小
さ
い
頃
の
私
と
同
じ
で

す
。

　

そ
し
て
今
の
私
は
、　
３０

年
前
の
母
と
同
じ
よ
う
に

「
お
い
し
い
、
本
当
に
お

い
し
い
」
と
摘
ん
で
来
て

く
れ
た
う
れ
し
さ
で
言
い

ま
す
。〈
そ
う
、
あ
の
時

に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
け

れ
ど
〉
お
い
し
さ
は
、
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
る
食
卓
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
幸
せ

な
気
持
ち
で
思
い
出
せ
る

ひ
と
皿
と
の
出
会
い
を
願
い
、
夫

に
は
同
じ
も
の
を
共
に
食
べ
ら
れ

る
幸
せ
を
、
父
や
母
に
は
年
を
重

ね
た
時
に
味
わ
い
の
情
景
が
い
っ

ぱ
い
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
今

日
も
ご
は
ん
を
作
り
ま
す
。

 
竹
下
則
子
（
原
田
）

春　　厨

� ���������������

� ����������������������

「リンゴの花と仙丈ヶ岳」

�まつかわ百 景

時ならぬ寒波に耐えて咲いたリンゴの花。
背景は前日の荒天で雪化粧した仙丈ヶ岳。

（上大島）
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公
民
館
本
館
社
会
部
で
は
、「
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
」
を
活
動
方

針
に
掲
げ
、
今
年
度
も
地
域
全
体

が
活
性
化
す
る
よ
う
な
活
動
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
重
点
的
に
行
っ
て

い
る
あ
い
さ
つ
運
動
に
つ
い
て
は
、

本
館
三
部
、
各
地
区
館
、
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
等
、多
く
の
方
々

の
ご
協
力
を
頂
き
徐
々
に
浸
透
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年
は
更
に
広

が
り
を
持
た
せ
る
た
め
、
様
々
な

団
体
に
声
を
か
け
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
研
究
集
会
に
つ
い
て
は
、

分
散
会
形
式
を
採
っ
て
か
ら
、
ご

参
加
頂
い
た
方
々
よ
り
様
々
な
ご

意
見
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今

年
は
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
も

う
一
度
総
括
し
、
地
域
社
会
全
体

の
発
展
に
繋
が
る
き
っ
か
け
を
作

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

文
化
面
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
人
形
劇
場
や
音
楽
祭
、
映
画

会
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
行
事
は
、
親
子
で
の
参
加

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
々
の

ご
参
加
を
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
家
庭
や
地
域
で
の
話
題

と
な
る
よ
う
な
興
味
あ
る
行
事
と

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
社
会
全
体
が
先
行
き
不

透
明
な
状
況
に
あ
り
、
地
域
社
会

も
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
る
か

分
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
私
達
社

会
部
で
は
、
時
代
に
求
め
ら
れ
る

活
動
に
柔
軟
に
対
応
し
、
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
度

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。元気なあいさつを広げよう！

年
よ
り
上
片
桐
公
民
館
の
ご
協
力
に

よ
り
共
催
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、本

年
度
は
よ
り
一
層
町
民
の
皆
様
に
親

し
み
を
と
各
地
区
公
民
館
の
皆
様
に

も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
た
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。早
秋
の
澄
ん
だ
空
気

の
中
へ
と
足
を
運
ぶ
爽
快
感
を
楽
し

み
に
、皆
様
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

　

さ
て
、本
年
度
で　

回
目
と
な
り

２５

ま
す
駅
伝
大
会
は
松
川
町
に
お
き
ま

し
て
長
年
行
わ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た

伝
統
あ
る
大
会
で
あ
り
、今
後
と
も

　

編
集
部
で
は
、
今
年
度
も
松
川

町
の
情
報
を
、
毎
月
の
館
報
に
ま

と
め
て
町
民
の
皆
様
の
お
手
元
に

お
届
け
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

特
に
、
公
民
館
で
行
わ
れ
る
本

館
社
会
部
、
体
育
部
を
始
め
各
地

区
館
、
関
連
団
体
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
町
民
の
皆
様
に
行
事
の
様
子

を
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
記
事
で
興
味
を
も
っ

て
参
加
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
紙

面
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
取
り
上
げ
て
欲
し

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知

ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
取
材
に
参
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
声
を
お

か
け
く
だ
さ
い
。

　

読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
館

報
を
目
標
に
、
部
員
全
員
い
っ
そ

う
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

みんなで楽しめるニュースポーツ

平
成　

年
度

２１
公
民
館
事
業
ス
タ
ー
ト

公
民
館
事
業
ス
タ
ー
ト

　

平
成　

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て

２１

１
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。体
育
部
で

は
、お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
皆

で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
と
活
動
し

て
い
ま
す
。そ
れ
ら
の
中
に
は�
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
�と
呼
ば
れ
、皆
様
の
お
目

に
か
か
る
事
が
あ
ま
り
な
い
ス
ポ
ー

ツ
で
は
あ
り
ま
す
が
、簡
単
な
ル
ー

ル
で
気
軽
に
出
来
る
も
の
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。本
年
度
は
、出
張
講
習
や

夏
季
・
冬
季
２
回
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
通
じ
、皆
様
と
楽

し
く
ス
ポ
ー
ツ
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。ま
た「
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

教
室
」「
フ
ァ
ミ
リ
ー
登
山
」「
駅
伝
大

会
」と
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
行

事
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
は
子
ど
も
達

を
中
心
に
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、保

護
者
の
方
も
是
非
ご
一
緒
に
汗
を
流

し
、楽
し
さ
や
感
激
を
共
有
し
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、身
近
な
自
然
の
中
を
歩
く

フ
ァ
ミ
リ
ー
登
山
は
、陣
馬
形
へ
の

登
山
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。一
昨

親
し
み
や
す
い
館
報
を 

編
集
部
長　

大
久
保
康
司

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て 

社
会
部
長　

水
野
耕
一
郎

楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
を

体
育
部
長　

塚
本　

聡

大
切
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。何
卒
、町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
、関
係
さ
れ
る
皆
様
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、町
民
の
皆
様

が
笑
い
あ
い
、楽
し
く
そ
し
て
健
康

に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
、公
民
館
活
動

に
ご
参
加
頂
き
、そ
の
一
端
を
担
う

こ
と
が
出
来
れ
ば
幸
い
で
す
。
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年
度  
公
民
館
関
係
の
組
織
構
成

公
民
館
関
係
の
組
織
構
成

２１教

育

委

員

委
員
長　

倉
田　
　

紀（
南　

方
）

職
務
代
理　

片
桐　

一
美（
諏
訪
形
）

委　

員　

橋
場
正
農
夫（
中　

山
）

委　

員　

高
坂
美
千
代（
城　

北
）

教
育
長　

松
村　

直
彦（
古
町
北
部
）

社
会
教
育
委
員

委
員
長　

堤　
　
　

久
（
古
町
中
部
）

副
委
員
長　

大
澤　

美
子（
上　

町
）

委　

員　

福
沢　

貞
和（
中　

山
）

委　

員　

佐
藤　
　

清（
滝
の
沢
）

委　

員　

佐
々
木
順
子（
宗
源
原
）

委　

員　

岡
田　

和
子（
大
島
上
部
）

委　

員　

北
原　
　

宏（
東
小
学
校
）

運
営
審
議
会
委
員

会　

長　

深
津　
　

徹（
議　

会
）

会
長
代
理　

堤　
　
　

久
（
社
教
委
員
）

委　

員　

松
下　

敏
彦（
議　

会
）

委　

員　

松
本　

富
雄（
中
央
小
学
校

）

委　

員　

五
味　

一
男（
北
小
学
校
）

委　

員　

清
水　

稔
子（
女
団
連
）

委　

員　

下
平　

勉
久（
社　

協
）

委　

員　

高
田　

公
生（
中
央
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

）

委　

員　

片
桐　

茂
敏（
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

）

委　

員　

佐
々
木
順
子（
社
教
委
員
）

委　

員　

佐
藤　
　

清（
社
教
委
員
）

委　

員　

神
村　

憲
好（
体
育
協
会
）

委　

員　

久
保
田
光
男（
文
化
協
会
）

委　

員　

松
尾　

正
幸（
学
識
経
験
）

委　

員　

林　
　

秀
弘（
学
識
経
験
）

体
育
指
導
委
員

委
員
長　

宮
下　
　

明（
宗
源
原
）

委　

員　

唐
沢　

敏
行（
部　

奈
）

委　

員　

池
野　

妙
子（
宮　

坂
）

委　

員　

宮
下　

剛
彦（
樫　

原
）

委　

員　

米
山　

春
彦（
大
沢
北
部
）

本

館

部

員

　
〈
社　

会　

部
〉

部　

長　

水
野
耕
一
郎（
桑
園
東
部
）

副
部
長　

矢
澤　

恵
樹（
松　

川
）

部　

員　

小
島　

慎
司（
中
央
第
二
）

部　

員　

奥
田　
　

茂（
堤　

原
）

部　

員　

湯
澤　

秀
樹（
増　

野
）

部　

員　

大
場　

将
博（
堤　

原
）

部　

員　

吉
川　

佳
弘（
大
沢
北
部
）

部　

員　

堀
木　

拓
也（
下
垣
外
南
部

）

部　

員　

小
林　

鉄
也（
清　

北
）

部　

員　

伊
藤　

卓
哉（
滝
ノ
沢
）

　
〈
編　

集　

部
〉

部　

長　

大
久
保
康
司（
中
荒
町
）

副
部
長　

松
下　

佳
史（
城　

北
）

部　

員　

宮
下　
　

徹（
弥
久
司
）

部　

員　

宮
下　

和
子（
上　

町
）

部　

員　

坂
本　

美
帆（
福　

沢
）

部　

員　

宮
�
亜
希
子（
馬　

坂
）

部　

員　

三
島
真
理
子（
古
町
北
部
）

部　

員　

光
澤　

正
之（
清
泉
地
一
）

部　

員　

岩
崎　

敏
宏（
古
町
東
部
）

部　

員　

大
東　

洋
文（
樫　

原
）

　
〈
体
育
部
〉

部　

長　

塚
本　
　

聡（
上　

町
）

副
部
長　

宮
脇　

俊
典（
新
井
南
部
）

部　

員　

大
島　

賢
悟（
馬　

坂
）

部　

員　

橋
場　

龍
司（
中　

山
）

部　

員　

宮
沢　

武
彦（
中　

山
）

部　

員　

神
田　

康
憲（
上　

町
）

部　

員　

大
島　
　

崇（
古
町
東
部
）

部　

員　

米
山　
　

愛（
堤　

原
）

部　

員　

嵐　
　

雅
俊（
本　

町
）

部　

員　

小
沢
真
奈
美（
東　

浦
）

地
区
協
議
会

﹇
大
島
地
区
﹈

協
議
会
長　

溝
口　

邦
雄（
古
町
東
部
）

主　

事　

北
澤　

秀
人（
宗
源
原
）

主
事
補　

市
岡　
　

智（
古
町
中
部
）

﹇
上
片
桐
地
区
﹈

協
議
会
長　

塚
本　

紘
造（
上　

町
）

主　

事　

牛
久
保　

守（
町　

谷
）

主
事
補　

竹
村　

敏
典（
鶴　

部
）

﹇
生
田
地
区
﹈

協
議
会
長　

未　
　
　

定

主　

事　

松
下　
　

聡（
長　

峰
）

主
事
補　

下
平　

正
明（
部　

奈
）

教
育
委
員
会
事
務
局

資
料
館
・
図
書
館
係
長 

酒
井　

幸
則

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係
長

兼
公
民
館
主
事
兼
社
会
教
育
主
事　
 

 

小
木
曽
雅
彦

社
会
教
育
指
導
員 

宮
下　

千
波

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係
兼

公
民
館
主
事 

新
井　

直
彦

図
書
館
司
書 

清
田　

洋
子

 

斉
藤　

秀
子

図
書
館 

下
平
冨
二
子

社
会
教
育
施
設
管
理

 

小
平　

純
久

 

宮
下　

義
雄

名
子
原
体
育
館
管
理 

松
下　

勝
子

福
与
体
育
館
管
理 

高
坂
美
智
子

■ 
連 
絡 
先

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

 

（
電
話
）　

－

７
０
２
３

３６

〈
中
央
公
民
館
・
町
民
体
育
館
〉

 

（
電
話
）　

－

２
６
２
２

３６

〈
図
書
館
〉

 

（
電
話
）　

－

３
７
４
６

３６

〈
資
料
館
〉

 

（
電
話
）　

－

０
７
３
３

３４

〈
名
子
原
体
育
館
〉

 

（
電
話
）　

－

６
３
１
１

３６

〈
福
与
体
育
館
〉

 

（
電
話
）　

－

６
２
０
５

３６

体 育 部 長社 会 部 長主　　事
［主　事　補］

館　　長
［副　館　長］
（会　　計）

役  職

地区館名 体育部副部長社会部副部長

中島　貴裕福与　且幸吉川　貴尋
宮下　明弘溝口　邦雄古 町

地区公民館 大島　純一丹羽　正宣
中島　正男
平野　竜也
佐々木順也

米山　　敏福澤　隆夫
中平　芳照菅沼　芳彦上 新 井

地区公民館 佐々木　保

下井　昭二八森　俊樹松下　修司
山上　秀穂南端　照雄名 子

地区公民館 松 　信宏松下　啓介

斉藤　健幸白沢　順司桜井　智史
小木曽　剛西尾　鎮雄上 大 島

地区公民館 竹村　　隆北沢　秀公

大沢　智宏岡部　和広牛久保　守
竹村　敏典

塚本　紘造
[宮沢　章治]
（橋場幹太郎）

上 片 桐
地区公民館 大木島博明山本　晃永

下沢　紀之竹村　正裕
松村　盛充[久保田　智]福 与

地区公民館 寺澤　一郎宮沢　勝久

木下　昌浩下澤　正治遠藤　健二
［市岡　和勇］下澤　重利生 東

地区公民館 清水　陽治大森　文裕

伊藤　孝美北林　　長
中島　　宏唐沢　邦博

（林　　宗行）
部 奈
地区公民館 下平　和実林　　利文

地 区 公 民 館 役 員 名 簿

教
育
長
兼
生
涯
学
習
課
長

兼
図
書
館
長
兼
資
料
館
長

 

松
村　

直
彦

公
民
館
長 

塩
澤　

三
佳

事
務
局
長 

宮
澤　

克
司
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併
が
ま
と
ま
り
、
会
の
名
称
を
松

川
町
洗
心
長
生
会
と
改
名
が
総
会

で
承
認
さ
れ
た
。　

年
福
祉
法
や

４６

周
囲
の
状
況
か
ら
会
名
を
松
川
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
改
名
。

　

以
上
塚
本
菊
松
氏
の
記
事
は
非

常
に
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
先
輩
の
皆
様
が
健
康
や
福

祉
が
老
後
い
か
に
大
切
で
あ
る
か

を
考
え
て
立
ち
上
げ
に
成
功
さ
れ
、

戦
後
を
生
き
抜
い
て
来
た
先
人
の

気
骨
や
、
先
見
的
判
断
に
頭
が
下

が
り
ま
す
。
当
時
は
戦
後
で
娯
楽

さ
れ
、
又
長
年
に
亘
り
高
砂
の
表

紙
写
真
は
宮
下
さ
ん
の
提
供
に
寄

る
の
も
の
で
、
馬
の
年
は
木
曽
馬

牧
場
。
牛
年
に
は
大
鹿
の
牧
場
で

撮
影
さ
れ
、
蔭
に
か
く
れ
た
大
き

な
御
協
力
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
２
月
に
は　

号
が
発
行
さ
れ

９７

ま
し
た
。
昭
和　

年
に
は
老
人
福

３８

祉
法
が
制
定
さ
れ
、
国
・
県
・
市

町
村
各
三
分
の
一
の
負
担
で
補
助

金
が
交
付
さ
れ
る
事
に
な
り
、
以

降
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
大
き
な
支
え

に
な
り
ま
し
た
。
事
業
で
は
一
円

玉
募
金
、
清
掃
用
具
の
贈
呈
、
高

齢
者
講
座
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

等
、
皆　

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り

３０

私
共
は
こ
の
歴
史
を
大
切
に
し
て

参
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
省

略
し
ま
す
。
平
成　

年
４
月
１
日

２０

よ
り
松
川
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合

会
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
先
輩
は
会
の
立

上
げ
に
、
又　

年
に
及
ぶ
伝
統
を

５２

守
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

社
会
の
多
様
化
に
よ
り
若
手（　
７０

代
）
の
皆
様
も
、
大
変
御
忙
し
い

毎
日
で
す
が
、
老
い
の
道
は
誰
も

が
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
で

す
。
高
齢
者
福
祉
は
国
等
行
政
だ

　

今
年
は
２
年
毎
に
行
わ
れ
る
、

役
員
選
挙
の
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、

私
共
高
齢
者
ク
ラ
ブ
へ
は
若
手
会

員
の
入
会
が
な
く
、
役
員
交
代
が

で
き
な
い
理
由
で
連
合
会
退
会
の

聲
が
各
ク
ラ
ブ
か
ら
出
て
参
り
ま

し
た
。
去
る
３
月　

日
合
同
役
員

２６

会
を
開
催
し
長
時
間
に
亘
る
討
議

の
結
果
、
創
立
以
来　

年
の
歴
史

５２

に
終
止
符
を
う
ち
、
連
合
会
の
解

散
を
決
定
し
ま
し
た
。
誠
に
残
念

で
あ
り
ま
す
。

　

私
共
の
先
輩
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
連
合
会
を
立
ち
上
げ
ど
の
よ

う
な
経
過
を
経
て
今
日
に
至
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。「
松
川
町
老
人
ク

ラ
ブ　

周
年
に
当
り
」と
題
し
て
、

１５

昭
和　

年
に
会
報
高
砂
に
投
稿
さ

４７

れ
た
上
片
桐
塚
本
菊
松
さ
ん
の
寄

稿
文
に
よ
る
と
、
昭
和　

年　

月

３２

１１

老
後
の
健
康
と
福
祉
の
増
進
を
図

る
目
的
で
、
松
尾
伝
吉
、
岩
崎
藤

七
両
氏
が
相
図
り
、
旧
大
島
上
片

桐
の
有
志　

名
と
、
懇
談
会
を
開

１６

催
、
趣
旨
の
賛
成
を
得
て
、
設
立

委
員
会
の
設
置
男
女
該
当
者
全
員

加
入
を
目
標
に
進
め
る
事
を
決
定
、

そ
の
後
設
立
委
員
会
で
取
り
ま
と

め
た
結
果　

名
の
入
会
を
確
認
、

４４０

役
員
選
挙
の
結
果（
敬
称
略
）会
長

松
尾
伝
吉
、副
会
長
長
沼
銀
一
郎
、

会
計
中
島
元
太
郎
、塚
本
菊
松
理

事
、米
山
長
一
郎
、南
林
又
三
郎
、

会
の
名
称
を
松
川
町
長
生
会
と
命

名
し
て
、昭
和　

年
４
月　

日
創

３３

１３

立
総
会
を
松
川
中
学
校
体
育
館
で

開
催
し
た
。　

年
９
月
生
田
洗
心

３４

楽
生
会
及
び
山
吹
の
里
見
と
の
合

高
齢
者
ク 
ラ 
ブ 
の 
歴
史
を
返
り
見
て

解
散
を
惜
し
む

久　

保　

政　

人

が
な
い
時
代
で
長
生
会
で
は
総
会

に
併
せ
て
、
大
鹿
歌
舞
伎
や
女
剣

劇
豊
川
の
小
女
劇
団
、
生
田
出
身

の
歌
手
、
伊
那
章
子
等
を
招
聘
し

た
。
こ
れ
が
大
当
た
り
で
会
員
も

１
６
０
０
人
を
数
え
、
又
資
金
面

と
併
せ
会
の
体
力
ア
ッ
プ
に
成
っ

た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

会
報
高
砂
は
、
昭
和　

年
１
月

３６

創
刊
号
を
発
行
以
後
休
む
事
な
く

年
２
回
発
行
さ
れ
、
西
暦
２
０
０

０
年
に
は
２
０
０
０
年
特
集
号
を

発
行
、
担
当
さ
れ
た
上
片
桐
宮
下

朝
男
さ
ん
等
の
お
骨
折
り
で
発
行

け
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
心
の
こ
も
っ
た
支
え

合
い
で
自
分
達
で
作
る
も
の
で
す
。

や
が
て
は
自
分
達
が
座
る
で
あ
ろ

う
心
地
の
よ
い
座
布
団
作
り
に
手

を
貸
し
て
下
さ
い
。
各
単
位
ク
ラ

ブ
の
皆
様
が
健
康
で
楽
し
い
活
動

が
で
き
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上

げ
て
お
り
ま
す
。　
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月
１
日
か
ら

１０

社
会
教
育
施
設
等　
　

使
用
料
が
か
わ
り
ま
す

　

平
成　

年
度　

松
川
町
自
治
体

１７

経
営
改
革
プ
ラ
ン
に
お
い
て
公
共

施
設
使
用
料
の
見
直
し
を
規
定
し
、

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
の
３
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
議

会
定
例
会
に
お
い
て
使
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正
が
可
決
さ
れ
、
平

成　

年　

月
１
日
の
施
設
利
用
か

２１

１０

ら
の
実
施
に
向
け
て
い
よ
い
よ
準

備
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

見
直
し
の
基
本
方
針
と
概
要

①
使
用
料
等
算
定
方
法
の
明
確
化

　

使
用
料
に
つ
い
て
は
施
設
の
年

間
維
持
管
理
経
費
を
年
間
利
用
可

能
時
間
で
除
算
し
た
も
の
を
１
時

間
当
り
の
使
用
料
の
目
安
と
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
使
用
料
に

関
し
て
は
、
従
来
の
料
金
よ
り
安

く
な
り
ま
す
。

　

照
明
料
に
つ
い
て
は
、
１
時
間

当
り
の
電
気
料
を
目
安
と
し
ま
し

た
。
水
銀
灯
を
使
用
し
た
施
設
は
、

消
費
電
気
量
に
よ
っ
て
従
来
の
料

金
よ
り
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
、

蛍
光
灯
を
使
用
し
た
施
設
で
は
、

従
来
の
料
金
よ
り
安
く
な
り
ま
す
。

②
減
免
制
度
の
見
直
し

　

社
会
教
育
活
動
を
行
な
う
団
体

を
支
援
す
る
た
め
今
ま
で
ど
お

り
減
免
措
置
を
継
続
し
ま
す
が
、

そ
れ
に
は
減
免
認
定
団
体
の
明

確
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
、「
松
川
町
社
会
教
育
関
係
団

体
の
認
定
に
関
す
る
取
扱
要
綱
」

を
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
今
ま
で
「
社

会
教
育
関
係
団
体
」
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
皆
様
に
も
、
中
央
公

民
館
等
受
付
に
設
置
し
ま
し
た

「
松
川
町
社
会
教
育
関
係
団
体

の
認
定
に
関
す
る
取
扱
要
綱
」

に
添
付
さ
れ
た
「
松
川
町
社
会

教
育
関
係
団
体
認
定
申
請
書
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
書
を
受

け
た
教
育
委
員
会
は
審
査
を
し
、

認
定
し
た
団
体
に
対
し
、「
松

川
町
社
会
教
育
関
係
団
体
認
定

証
」
を
発
行
し
ま
す
。
認
定
さ

れ
た
団
体
は
、
そ
の
「
認
定
証
」

を
施
設
申
込
時
に
提
示
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
を
お
か
け
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

社会教育関係団体の認定への手順

①申請について〔各団体〕

　施設受付場所に備え付けの「松川町社会
教育関係団体の認定に関する要綱」の中の
「松川町社会教育関係団体認定申請書」に
記入し、施設受付場所に提出します。

施設受付場所
中央公民館・上片桐支所・生田支所・
松川中学校・松川中央小学校・松川北小学
校・松川東小学校・松川町役場内教育委員会
　申請期間の規定はありませんが、混乱を
避けたいため、また制度開始の初年度です
ので、なるべく6月15日頃までに申請し
てください。

�

②認定について〔教育委員会〕

　申請を受け、教育委員会で審査します。
認定を受けた団体には「松川町社会教育関
係団体認定証」を発行します。

�

③減免支援について

　発行された「松川町社会教育関係団体認定
証」を施設申込時に提示していただくことに
より、施設使用料の減免支援をいたします。

社会教育関係団体のうち申請の必要のない団体

・ 公民館地区協議会、地区公民館
・ 松川町文化協会
・ 松川町体育協会
・ 松川町少年少女スポーツクラブ連盟

お問合せ

松川町中央公民館内教育委員会生涯学習課
TEL36-2622　FAX 36-6620
Eメール　c.kouminkan@matsukawa-
town.jp

松川町使用料徴収条例の改正部分
（単位：円）
照明料冷暖房料使用料定員内容使用場所

200／時間100人90畳大 会 議 室

中央公民館

100／時間4544中 会 議 室
40／時間1814小 会 議 室 �
40／時間1814小 会 議 室 �
100／時間40イス学 習 室 �
100／時間50イス学 習 室 �
100／時間50イス　料 理 教 室
60／時間10イス印 刷 ・ 会 議 室
200／時間4040基コンピュータ教室
40／時間10イス応 接 室
80／時間ロ ビ ー

1枚　50暗 幕 ・ 紅 白 幕
1枚　100パ ネ ル
1ｍ　200長 尺
1回　100そ の 他 用 具

400／時間200／時間1面当たりグ ラ ン ド運 動 公 園 400／時間40／時間1面当たりテ ニ ス コ ー ト
400／時間200／時間1面当たり町 営 グ ラ ン ド
300／時間400／時間1面当たりア リ ー ナ

町民体育館

300／時間800／時間300／時間トレーニングルーム
100／時間200／時間柔 道 室
100／時間200／時間卓 球 、 剣 道 室

80／時間体 力 相 談 室
40／時間音 楽 室

1回　1,000ピ ア ノ
1回　100シャワー使用料・照明料の100分の30ス テ ー ジ

1回　100そ の 他 の 用 具
200／時間400／時間ア リ ー ナ名子原体育

館
100／時間80／時間柔 道 練 習 場

20／時間ミーティングルーム
200／時間400／時間ア リ ー ナ福与体育館
100／時間200／時間5人立ち町 営 弓 道 場
200／時間400／時間学 校 体 育 館

中学校100／時間200／時間学 校 グ ラ ン ド
200／時間400／時間生 東 リ ズ ム 室

100／時間40畳和 室 1
上片桐農村
環 境 改 善
セ ン タ ー

50／時間20畳和 室 2
100／時間研 修 室

200／時間300／時間多 目 的 ホ ー ル
100／時間料 理 室

ただし書
※町外者が使用する場合は倍額とする。
※宴会に使用する場合は、別に1人につき20円を徴収する。
※結婚式等で中央公民館、町民体育館の大部分を使用す
る場合は10,000円とする。
※結婚式等で上片桐農村環境改善センターの大部分を使
用する場合は10,000円とする。
※下記の団体の場合、使用料を徴収しない。
　①国、長野県、松川町（宴会料も徴収しない）
　②松川町の教育機関及び教育機関が育成する団体
　③松川町少年少女スポーツクラブ連盟、松川町体育協
会、松川町文化協会

　④松川町内社会教育関係団体、松川町内社会福祉関係団体
　⑤町長が特に公益上必要と認めた団体
※下記の団体の場合、照明料を徴収しない。
　①国、長野県、松川町
　②松川町の教育機関及び教育機関が育成する団体
　③松川町少年少女スポーツクラブ連盟
※下記の団体の場合、冷暖房料を徴収しない。
　①国、長野県、松川町
　②松川町の教育機関及び教育機関が育成する団体

附則
この条例は、平成21年10月1日から施行する。
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松
川
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会

青空の下さわやか
スポーツ！！

　

４
月　

日
に
６
チ
ー
ム
が
参
加

１２

し
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
春
季
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優　

勝　

中
の
村
チ
ー
ム

準
優
勝　

こ
ぶ
し
チ
ー
ム

３　

位　

さ
く
ら
チ
ー
ム

４　

位　

堤
原
チ
ー
ム

５　

位　

宗
源
原
チ
ー
ム

６　

位　

間
沢
チ
ー
ム

　
（２５７）

　
（359）

文
化
財
シ
リ
ー
ズ

  
大
島
城　
（２２）
大
島
城
の
防
御
施
設
③
土
塁
と
櫓
台　
　

教
育
委
員
会　

酒

井

幸

則

埋
蔵
文
化
財

　

本
館
行
事

〈
ま
つ
か
わ
寄
席
〉

　

期
日　

６
月　

日
（
日
）

１４

　

会
場　

町
民
体
育
館

　
　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

〈
第
１
回
ま
つ
か
わ
大
学（
全
４
回
）〉

　

期
日　

６
月　

日
（
土
）

２０

　

会
場　

町
民
体
育
館

　
　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

　

講
師　

日
本
福
祉
大

　
　
　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　

杉
山
邦
博　

氏

　

そ
の
他　

入
学
金
（
４
回
受
講
）

　
　
　
　
　

１
、
５
０
０
円

　
　
　
　

１
回
の
み
受
講

　
　
　
　
　
　

円
５００

〈
街
頭
あ
い
さ
つ
運
動
〉

　

日
時　

６
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
７
時
〜
８
時

　

場
所　

町
内
各
所
・
学
校
周
辺

〈
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ
〉

　

期
日　

６
月
２
日
（
火
）

　
　
　
　

（
雨
天
４
日
（
木
））

　

会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

「
お
ひ
さ
ま
」

　

内
容　

さ
つ
ま
芋
苗
植
え

　

地
区
館
行
事

上
新
井
地
区
公
民
館

〈
健
康
問
題
研
究
会
〉

　

期
日　

６
月
６
日
（
土
）

　

会
場　

上
新
井
公
民
館

名
子
地
区
公
民
館

〈
健
康
学
習
会
〉

　

期
日　

６
月　

日
（
金
）

１２

　

会
場　

名
子
地
区
公
民
館

〈
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
〉

　

期
日　

６
月　

日
（
日
）

２１

　

会
場　

町
民
体
育
館

上
大
島
地
区
公
民
館

〈
歩
け
歩
け
大
会
〉

　

期
日　

６
月　

日
（
日
）

１４

��������������������������������������������

　

お  
わ  
び

先
月
号
の
５
面

「　

ｇ
の
会
の
会
員
募
集
」
の
記
事

２.３に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

以
下
の
よ
う
に
訂
正
し
て
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。

５
頁
２
段
目

（
誤
）毎
週
水
曜
日
が
、石
け
ん
作
り
の
日

�

（
正
）毎
週
火
曜
日
が
、石
け
ん
作
り
の
日

５
頁
３
段
目

（
誤
）毎
週
水
曜
日
で
す
が
、

�

（
正
）毎
週
火
曜
日
で
す
が
、

（
誤
）（
ふ
れ
あ
い
工
房　

水
曜
日
の
み
）

�

（
正
）（
ふ
れ
あ
い
工
房　

火
曜
日
の
み
）

　

城
は
深
い
空
堀
や
堀
切
で
本
丸

や
二
の
丸
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲

輪
が
区
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

曲
輪
個
々
を
防
御
す
る
施
設
の
一

つ
が
土
塁
で
す
。
土
塁
と
は
、
堀

を
掘
っ
た
土
を
曲
輪
の
縁
に
土
手

状
に
盛
り
上
げ
て
、
巨
大
な
土
の

障
壁
を
造
っ
た
も
の
で
す
。
ち
ょ

う
ど
堤
防
の
よ
う
な
も
の
が
曲
輪

の
縁
を
巡
っ
て
い
る
状
態
に
な
り

ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
堀

底
か
ら
土
塁
の
頂
ま
で
は
高
さ
が

増
す
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
だ
け
外

敵
の
侵
入
に
は
防
御
性
が
高
ま
る

わ
け
で
す
。

　

大
島
城
の
正
面
口
で
あ
る
三
の

丸
の
外
堀
に
面
し
た
巨
大
な
土
塁

は
、
堅
固
な
二
段
構
成
の
土
塁
で

あ
る
こ
と
は
先
に
記
し
ま
し
た
が
、

二
の
丸
、
本
丸
に
も
土
塁
の
痕
跡

が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
土

塁
は
、
基
本
的
に
は
古
町
の
大
地

方
向
に
面
し
た
部
分
、
つ
ま
り
敵

が
侵
入
し
や
す
い
西
に
向
い
て
構

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
の
丸
で
は

西
側
の
外
堀
か
ら
南
側
に
対
し
て
、

二
の
丸
で
は
曲
輪
の
西
か
ら
南
の

縁
に
、
本
丸
で
は
西
側
の
縁
に
土

塁
が
構
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
は
痕
跡
を
残
す
の
み
で
す
が
、

当
時
は
土
塁
の
高
さ
も
あ
り
、
土

塁
の
上
部
に
は
板
塀
あ
る
い
は
柵

列
が
構
え
ら
れ
、
容
易
に
土
塁
を

乗
り
越
え
て
曲
輪
の
内
に
侵
入
で

き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
の
丸
の
土
塁
の
南
端
部
と
二

の
丸
の
土
塁
の
北
端
部
に
は
、
土

塁
部
分
の
幅
が
広
く
な
り
、
四
角

形
の
形
を
し
た
小
山
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
こ
は
櫓
（
矢
倉
）
台

の
後
で
、
監
視
用
の
高
い
櫓
が
設

置
さ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
ま

す
。
こ
の
櫓
に
登
れ
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
の
堀
底
の
様
子
か
ら
曲
輪
の
斜

面
、
ま
た
城
外
の
様
子
ま
で
見
通

す
こ
と
が
可
能
で
し
た
。

　

土
塁
を
盛
り
、
そ
の
上
部
に
板

塀
な
ど
を
施
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、

曲
輪
（
城
）
の
内
部
を
外
か
ら
見

え
な
い
よ
う
に
す
る
効
果
も
あ
り

ま
し
た
。
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始めまして「よっちゃん」です
　公民館・体育館の管理人

宮 下 義 雄 さん（新井北部）

　

４
月
か
ら
公

民
館
・
体
育
館

の
管
理
人
と
し

て
着
任
さ
れ
た

宮
下
義
雄
さ
ん

は
、長
身
で
が
っ

し
り
タ
イ
プ
。

以
前
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
さ
れ

て
い
た
そ
う
で

す
。

　

管
理
人
と
し
て
の
不
安
は
体
育

館
使
用
率
の
高
い
子
ど
も
達
と
の

接
し
方
。
ど
う
し
た
ら
…
と
思
っ

て
い
た
時
顔
見
知
り
の
女
の
子
に

会
っ
た
そ
う
で
す
。
七
椙
神
社
の

祭
礼
で
踊
り
の
指
導
を
し
た
事
が

あ
っ
た
そ
う
な
の
で
す
が
、
そ
の

子
が
「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で

イ
イ
か
な
？
と
言
っ
て
く
れ
た
と

か
。「
俺
、コ
ワ
イ
顔
だ
か
ら（
笑
）」

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
も
何
人
か
踊
り
を
教

え
た
子
ど
も
達
と
会
っ
て
今
は
と

て
も
助
け
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

管
理
人
と
な
っ
て
か
ら
は
ナ
イ

タ
ー
ソ
フ
ト
を
一
時
休
ん
で
い
て

目
下
の
運
動
は
愛
犬
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
ダ
ッ
ク
ス
と
す
る　

分
の
ウ
ォ
ー

３０

キ
ン
グ
。
友
達
か
ら
は
身
体
に
あ
っ

た
犬
に
し
た
ら
と
言
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。（
私
も
同
感
。）

　

以
前
新
井
に
住
ん
で
い
た
た
め

取
材
と
い
う
よ
り
昔
の
思
い
出
話

の
方
が
多
か
っ
た
の
は
、
明
る
く

気
さ
く
な
宮
下
さ
ん
だ
っ
た
か
ら

か
な
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

の
リ
ン
ゴ
の
仕
事

松
川
北
小
６
年　

大
澤
友
美

う
ち
の
中
で
リ
ン
ゴ
の

作
業
が
で
き
る
の
は

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
二
人
。

だ
か
ら

少
し
の
雨
な
ら
畑
へ
行
く
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は

「
少
し
の
雨
な
ら
畑
へ
行
か
な
い
と
。」

と
言
う
。

小
雨
が
ふ
っ
た
時
に
畑
へ
行
っ
た
。

仕
事
後
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の

手
は

す
ご
く
つ
め
た
い
。

こ
ん
な
に
つ
め
た
く
な
る
ま
で
や
る
っ
て

す
ご
い
な
ー
。

優　

雅
松
川
北
小
６
年　

松
尾
悠
人

あ
ぜ
を
歩
い
て
い
た
。

田
ん
ぼ
か
ら

な
に
か
が
飛
び
た
っ
た
。

ト
ビ
だ
。

ト
ビ
は

大
き
な
つ
ば
さ
を
広
げ
て
田
ん
ぼ

の
上
を
せ
ん
か
い
し
た
。

そ
の
後
、

東
の
空
に
飛
ん
で
い
っ
た
。

ふ
だ
ん
み
て
い
る
の
に

一
羽
で
静
か
に
飛
ん
で
い
る
ト
ビ

は
優
雅
だ
っ
た
。
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新
し
い
発
想
と
広
い
視
野
を

松
川
町
文
化
協
会　
　
　
　
　
　
　

平　

沢　

充　

人

　

松
川
町
文
化
協
会
は
、
書
や
絵

や
俳
句
、
短
歌
、
写
真
、
演
芸
な

ど
の
サ
ー
ク
ル
間
の
つ
な
が
り
を

計
っ
て
、
研
修
旅
行
や
講
演
会
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
最
大
の

事
業
は
文
化
祭
実
行
委
員
会
を
中

核
と
し
た
、
町
民
文
化
祭
（
今
年

は　

月　

〜　

日
）
を
開
く
こ
と

１０

２３

２５

で
す
。

　

昨
年
の
文
化
祭
で
は
町
民
の
皆

様
の　

余
点
の
作
品
を
町
民
体
育

６００

館
に
飾
り
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
大

作
や
、
町
民
の
方
々
が
自
費
出
版

さ
れ
た
書
籍
十
数
点
を
販
売
し
ま

し
た
。

　

文
化
と
い
う
と
何
と
な
く
、
と

り
つ
き
に
く
い
と
か
、
オ
レ
に
は

関
係
な
い
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
玄
関
前
の
ツ
ツ
ジ

の
一
株
や
手
洗
い
の
窓
辺
の
一
論

挿
し
や
、
青
い
ア
ル
プ
ス
の
白
い

残
雪
に
ホ
ッ
と
す
る
心
が
「
文
化

を
感
じ
取
る
」
感
性
だ
と
思
い
ま

　

文
化
協
会
は
、自
分
だ
け
、サ
ー

ク
ル
だ
け
の
範
囲
に
と
ど
ま
ら
ず
、

外
へ
の
視
野
を
広
げ
る
方
向
も
模

索
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
が
町
の
文
化
や
会
の
活
動
に
ど

れ
だ
け
貢
献
で
き
る
か
、
不
安
は

大
き
い
の
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

す
。
そ
れ
は
人
間
な
ら
誰
で
も
持
っ

て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
の
庭
を
開
放
す
る
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
会
と
か
、
野
の
花
を
訪

ね
る
会
と
か
、
あ
る
い
は
郷
土
料

理
の
会
な
ど
、
あ
ま
り
堅
く
考
え

ず
に
、
新
し
い
発
想
で
文
化
活
動

に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
自
分
の
分
野
、
趣
味
と

は
異
な
る
も
の
を
鑑
賞
す
る
こ
と

で
、
も
の
の
考
え
方
や
作
品
に
深

さ
が
出
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

昨年の文化祭より

昨年の文化祭より
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あ
た
た
か
い
季
節
に
な
っ
た
の
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。健
康
の

た
め
、で
も
あ
り
ま
す
が
、一
番
の
理

由
は
腰
が
入
ら
な
い
ズ
ボ
ン
が
増
え

て
き
て
し
ま
っ
た
た
め
で
す
…
。「
こ

れ
は
い
か
ん
！
」と
本
気
で
思
っ
た
の

で
意
外
と
長
く
続
い
て
い
ま
す
。子
ど

も
の
こ
ろ
か
ら
長
距
離
は
と
て
も
苦

手
で
、小
学
校
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
嫌

い
で
し
た
。マ
ラ
ソ
ン
大
会
と
い
え
ば
、

だ
い
た
い
校
庭
を
一
周
し
て
校
外
に

出
て
行
く
わ
け
で
す
が
、校
外
に
出
た

と
た
ん
横
っ
腹
が
痛
く
な
る
の
が
当

た
り
前
。ま
だ
先
は
長
い
の
に
…
。で

す
の
で
大
人
に
な
っ
た
今
も
す
ぐ
に

苦
し
く
な
り
ま
す
。そ
れ
で
も「
こ
こ

で
や
め
た
ら
続
か
な
い
」と
自
分
に
言

い
聞
か
せ
、歩
き
の
速
さ
と
さ
ほ
ど
変

わ
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
速

度
で
も
、が
ん
ば
っ
て
走
っ
て
い
ま

す
。努
力
は
実
る
も
の
で
す
。チ
ョ
ッ

ト
痩
せ
ま
し
た
！　
   
（
光
澤
正
之
）
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ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ

　

春
を
食
べ
よ
う
野
の
草
料
理
研
究
家

ス
タ
ッ
フ　

み　

か　

ん　

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
キ
ッ
ズ
の
仲
間
た

ち
で
山
菜
採
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

清
流
苑
の
芝
生
で
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
、

お
よ
り
て
の
森
を
山
菜
を
採
り
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。
大
の
字
広
場

で
み
ん
な
で
料
理
し
ま
し
た
。「
ア

ザ
ミ
の
天
ぷ
ら
パ
リ
パ
リ
で
美
味

し
い
な
」「
タ
ン
ポ
ポ
の
花
は
甘

く
て
ち
ょ
っ
と
苦
い
」「
ド
ク
ダ

ミ
は
ク
セ
が
あ
る
ね
」「
あ
れ
？

ピ
ザ
も
う
な
い
の
？
」
タ
ン
ポ
ポ

の
ピ
ザ
も
大
人
気
で
す
。
イ
タ
ド

リ
の
和
え
物
は
「
酸
っ
ぱ
い
！
」

ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
と
ク
レ
ソ
ン
の
お

ひ
た
し
「
お
漬
物
っ
ぽ
く
て
ウ
マ

イ
ね
」
ヨ
モ
ギ
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
は

「
苦
く
な
い
よ
。
モ
チ
モ
チ
だ
」

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

子
ど
も
達
の
社
会
福
祉
へ
の
参

加
活
動
を
行
な
う
「
あ
い
む
」
が

　

周
年
を
迎
え
、
４
月　

日
（
土
）

１５

１８

の
開
校
式
の
な
か
で
�
愉
快
な
道

化
師
・
ご
ろ
う
ま
る
シ
ョ
ー
�
を

記
念
事
業
と
し
て
行
な
い
ま
し
た
。

　

�
ご
ろ
う
ま
る
�こ
と
塚
原 
成
幸 

し
げ
ゆ
き

さ
ん
は
日
本
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
協

会
の
臨
床
道
化
師
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
と
は
、

C
lin
ic-clo

w
n

 
   
      
 
 

の
造
語
で
、
入
院

中
の
子
ど
も
達
が
本
来
の
力
を
取

り
戻
し
笑
顔
に
な
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
の
手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。

　

ご
ろ
う
ま
る
さ
ん
は
真
っ
赤
な

鼻
を
付
け
軽
妙
な
お
し
ゃ
べ
り
と

見
事
な
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
で
子
ど
も

達
ば
か
り
か
大
人
ま
で
も
夢
中
に

さ
せ
、
初
め
て
会
う
子
ど
も
達
の

ぎ
こ
ち
な
さ
も
感
じ
さ
せ
な
い
く

ら
い
に
ふ
れ
合
い
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
み
風
船
で
子
犬
な
ど
の
小
動
物

を
作
っ
た
後
の
閉
会
は
大
変
名
残

惜
し
い
も
の
と
な
り
大
成
功
で
し

た
。

　

今
年
は
元
あ
い
む
の
子
ど
も
が

成
長
し
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
す

る
楽
し
み
な
一
年
に
な
り
そ
う
で

す
。
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こ
ど
も
福
祉
教
室

　

「
あ
い
む
」　

周
年
記
念
事
業

１５

ス
タ
ッ
フ　

宮  
下  
和  
子　

自
分
達
で
作
っ
た
料
理
は
最
高
で

す
！

　

そ
れ
か
ら
自
分
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
を
決
め
ま
し
た
。
仲
間
と
呼
び

合
う
愉
快
な
名
前
が
決
ま
り
ま
し

た
。
自
己
紹
介
を
し
て
今
日
の
出

来
事
、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

を
話
し
ま
し
た
。
帰
り
道
に
は
、

ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。
来
月
も

み
ん
な
で
来
よ
う
ね
。
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